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高岡市域におきましては、太古より近世にいたるまでの埋蔵文化財包蔵地が多数所在 してお

ります。これらは先人たちの尽力により培われたかけがえのない遺産であり、その偉大さに敬

意を表する次第です。

本書に報告 しますのは、個人住宅の建設等により国庫補助を受けて実施 した、市内各所に所

在する諸遺跡の発掘調査概要です。今回調査を実施 した遺跡のうち、石塚遺跡 (文苑堂地区)

では、掘立柱建物址などが検出されてお り、過年度に実施 した調査成果 と合わせておおいに当

該地の歴史を語る資料になるものと思われます。また、奈良時代の中頃に東大寺領須加荘の比

定地の一つ と数えられてお ります。当市岩坪に所在 します岩坪岡田島遺跡 (グ ラスキューブ地

区)におきましても当該期の様相が検出されるなど、今後の比定地研究にも大きな影響をもた

らすものと思われます。

本書にまとめた発掘調査の成果につきましては、当地の歴史を知る上でも、貴重な資料にな

るものと思われますので、学術調査や郷上の歴史研究などにも、お役立ていただければ幸いに

思 う次第です。

末尾になりましたが、この調査にご協力いただきました、関係各位ならびに地元の皆様に、

感謝の意を表 します。

平成 17年 3月 高岡市教育委員会

教育長  村井 和
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高岡市域の歴史的環境

高岡市は富山県の北西よりに位置 し、市北西部で富山湾を臨む富山県内第二の都市である。平成16年度末現

在までに合計210箇 所の埋蔵文化財包蔵地が周知されている。現状までの考古学的成果をかんがみるに、当市域

において先人たちの生活がはじまったのは旧石器時代とされる。

つづく縄文時代においては小竹藪遺跡・中川遺跡等を中心に確認 されてお り、現中心市街地のある洪積台地

(高 岡台地)に存在する。また、平野部でも下老子笹川遺跡などにおいて遺構・遺物が確認されている。

弥生時代においては、高岡市街地の南西郊外に位置する石塚遺跡が弥生時代中期の中核的集落跡として知ら

れている。近年では牧野地区においても当該期の良好な遺跡が検出されているほか、氷見 。新湊両市域内から

も良好な遺跡の存在することが報告されてお り、県西部における弥生文化の様相が明らかになりつつある。

古墳時代においては、西山丘陵を中心に多くの古墳群が形成されてお り、県内でも特に集中する地域として

知られている。桜谷古墳群、板屋谷地A・ B・ C各古墳群、倉谷古墳群、男撲古墳群など、多数の古墳群が確

認されている。このうち著名なものとしては桜谷古墳群があげられる。

桜谷古墳群は富山湾を望む高岡市街地の北側に位置し、国指定史跡の 1・ 2号墳を中心とする10基以上の小

墳墓群を含む古墳群である。大正 7年に諏訪社内で発見された 9号墳から内行花文鏡と管玉が出土し、その存

在を知られることとなった。

ただし、内陸部に位置する石塚遺跡や常国遺跡からも小規模ながら古墳群が検出されてお り、庄川左岸や沖

積平野においても新たな知見がみられる。また、これは富山県内全体に共通することであるが、現状における

当該期の研究は古墳時代前期のそれに集中する傾向があり、今後、古墳時代中期以降についても調査研究の進

展が期待 される。

古墳が主に形成 される時期の後に盛行する横穴墓についても、当市域では江道横穴墓群や頭)|1横穴墓群、院

内東横穴墓などの調査が行われている。古墳時代後期から飛鳥時代の墓制を知る上で、貴重な遺構 。遺物が確

認されている。

古代においては、伏木台地において越中国府が置かれ、政治・文化の中心地として栄えていた。著名な万葉

集には、奈良時代の中頃に越中国守として当地に赴任 した、大伴家持による歌が数多く納められてお り、当時

の風土や生活を伺い知ることができる。

概 して当市域には検討に値する遺跡が多く、東木津遺跡では掘立柱建物址・道路址、橋梁護岸施設を伴 う大

溝が検出され、祭祀遺物や文字を伴 う土器・木製品などが発見されている。

また、中保 B遺跡では、大規模な掘立柱建物群や船着場などが検出され、多数の文字資料も出土している。

物流、交通の要所としての機能を果たした官衛的な中核集落として注 目を集めている。

常国遺跡でも、大規模な掘立柱建物群が確認されてお り、東大寺初期荘園との関連が指摘されている。

中近世以降では、前田利長により高岡城が築かれ、高岡町が開かれた。また瑞龍寺、勝興寺などの仏閣が建

立されたことにより、県西部の経済・文化の中心地として発展 した。

平成16年度の調査と本書の構成

平成16年度に国庫補助をもつて実施 した調査は本調査 1件 。試掘調査 16件の合計17件である。このうち、岩坪

岡田島遺跡 (グラスキューブ地区)については、原因者負担のもと本調査を実施 した。また、石塚遺跡 (文苑

堂地区)についても本発掘調査にむけて原因者等と折衝中であるが (平成 17年 3月 31日 現在)、 本書において

は平成 16年度に国庫補助をもつて実施 した事例について、その概要を記すこととする。

―
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図 1.各遺跡位置図 (1/フ 万 5千) 『高岡市都市計画基本図』より加筆

1.越中国府関連遺跡, 2.中 曽根遺跡, 3.岩坪岡田島遺跡, 4.波 岡西遺跡 , 5。 柴野遺跡

6.瑞龍寺遺跡, 7.石塚遺跡, 8,東木津遺跡
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I.石塚遺跡 (文苑堂地区)

概 要

1.所 在 地  高岡市福田2801他 25筆

2.対象面積  13,894だ

3.調査面積  2,058だ

4.調査原因  店舗及び駐車場の建設

5.調査期間  平成16年 6月 1日 ～同年 7月 1日

6.調査担当  荒井 隆

7.検出遺構  掘立柱建物 1棟 土坑153基 溝状遺構32条 窪地 1箇所 性格不明遺構 5基

8.出土遺物  弥生土器・古代須恵器・古代土師器 。中世土師器・珠洲・青磁 。九谷・瀬戸・土錘・石包丁

9,調査所見  弥生～古墳時代では溝状遺構を確認。古代～中世にかけては、掘立柱建物址を確認。石塚

古墳群は調査地区東側まで広がる可能性が高い。

10。 備  考

。平成15年度に当該調査区の東方に隣接する「きぼう地区」を本発掘調査済み 〔高岡市教委 2004〕 。

その他、本遺跡については周辺各地を過年度に発掘調査済み 〔高岡市教委1995他〕。

・平成 17年 3月 31日 現在、原因者 と本発掘調査にかかる折衝中。

図 2.石塚遺跡 (文苑堂地区)調 査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より力口筆
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図 3.石塚遺跡 (文苑堂地区)試掘調査区全体図 (1/1000)
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図5 石塚遺跡 (文苑堂地区)

溝状遺構S D01遺構図 (1/80)
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概 要

1.所 在 地

2.封象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7 検出遺構

8.出土遺物

9.備  考

Ⅱ.越中国府関連遺跡 (ロ クショウ地区)

高岡市伏木古府元町4301・ 4661。 4671

6,078■ド

177∬

店舗及び駐車場の建設

平成16年 6月 8日 ～同年 6月 30日

荒井 隆

なし

なし

・試掘調査後に開発を許可。

。本遺跡については、周辺各地を過年度に発掘調査を実施 〔高岡市教委2000他〕

図6.越中国府関連遺跡 (ロ クショウ地区)調査区位置図 (1/2,500)『 高岡市都市計画基本図』より加筆

-7-



概 要

1.所 在 地

2.対象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

9.調査所見

Ⅲ.岩坪岡田島遺跡 (グ ラスキューブ地区)

高岡市国吉1913他 22筆

14,2251ド

1,623だ

工場及び駐車場の建設

平成16年 7月 1日 ～同年 7月 30日

荒井 隆

土坑148基 溝状遺構36条 谷地形 1筒所

古墳土師器・古代須恵器・古代土師器・古代緑平由陶器 。中世土師器・珠洲・土錘・鈴帯金

具・石鈴

調査地区中央部の旧用水路を挟んで、西側・東側より遺構遺物が多数出土。古墳時代前期

に始まり、古代を中心として中世まで継続 して営まれた集落遺跡である。

10.備  考

・本遺跡については過年度の周辺各地を発掘調査済み 〔高岡市教委2000他〕。

・試掘調査後、工場の建設予定地にあたる4,453だ に対し本発掘調査を実施 〔高岡市教委2005〕 ①

図7 岩坪岡田島遺跡 (グラスキユープ地区)調査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆
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/

図8 岩坪岡田島遺跡 (グラスキューブ地区)試掘調査区全体図 (1/600)
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概 要

1.所 在 地

2.対象面積

3 調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

Ⅳ.越中国府関連遺跡 (西村地区)

高岡市伏木古府3丁 目791,79-2

155.95∬

試掘調査 :8ピ

個人住宅の建設

本発掘調査 :24.8雷

試掘調査 :平成16年 7月 26日

本発掘調査 :平成16年 8月 9日 ～同年 8月 10日

試掘調査 : 荒井 隆

本発掘調査 : 根津 明義

溝状遺構 1条

試掘調査 : 古代須恵器 。その他器種等不明遺物

本発掘調査 : 古代須恵器

9.備  考

・試掘調査の結果を受け、当該年度中に本発掘調査に移行

。本遺跡は過年度において周辺各地に発掘調査を実施済み

(本書H頁参照)。

〔高岡市教委2001他〕。

図9 越中国府関連遺跡 (西村地区)調 査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆



0                              も椰

図10.越中国府関連追跡 (西村地区)本発掘調査区全体図 (1/100)



V.柴野遺跡 (前 田地区)

概 要

1.所 在 地

2.姑象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

9.備  考

高岡市柴野32番 2

199rだ

24rド

農舎の建設

平成16年 7月 29日

荒井 隆

土坑 3基

古代須恵器・古代土師器

試掘調査後に開発を許可。

本遺跡においては、周辺で発掘調査を実施 〔高岡市教委2004他〕

図11 柴野遺跡 (前田地区)調査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆
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概 要

1所 在 地

2 対象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

9.備  考

Ⅵ.瑞龍寺遺跡 (伏江地区)

高岡市関本町64番

90だ

6だ

駐車場の建設

平成16年 10月 25日

根津 明義

なし

なし

。本年度にも当該調査区の西側に位置する 「深澤地区」で試掘調査を実施。

・試掘調査後に開発を許可。

図12 瑞龍寺遺跡 (伏江地区)調査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆
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Ⅶ。岩坪岡田島遺跡 (南側駐車場地区)

概 要

1.所 在 地  高岡市国吉1984他 4筆

2.姑象面積  2,063ポ

3.調査面積  898ピ

4.調査原因  駐車場の建設

5.調査期間  平成16年 11月 24日

6.調査担当  根津 明義

7.検出遺構  土坑31基 溝状遺構 1条

8.出土遺物  古墳土師器・古代須恵器・古代土師器・中世土師器・珠洲・土錘

9.調査所見  当該調査区の南方では、和田一郎氏や弥永貞三氏らにより東大寺領須力日荘が比定されてお

り 〔和田1959・ 弥永他 1958〕 、同比定案の適否が検討されるところである。

10.備  考

・付近に位置する「グラスキューブ地区」に対 し、本年度試掘及び本調査を実施 〔高岡市教委2005〕

。当該調査区については、試掘調査後に開発を許可。

図13 岩坪岡田島遺跡 (南側駐車場地区)調 査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より力日筆



概 要

1.所 在 地

2.姑象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

9.備  考

Ⅷ.越中国府関連遺跡 (澤地区)

高岡市伏木古府 3丁 目495番

53.2だ

5ポ

店舗及び駐車場の建設

平成16年 12月 2日

根津 明義

なし

なし

。当該遺跡については、本年度及び過年度においても各所で発掘調査を実施済み 〔高岡市教委 1966〕

。当該地区については、試掘調査後に開発を許可。

図14 越中国府関連遺跡 (澤地区)調査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆
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概 要

1.所 在 地

2 姑象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7 検出遺構

8.出土遺物

9.備  考

Ⅸ.瑞龍寺遺跡 (深澤地区)

高岡市関本町93番

594雷

62∬

個人住宅の建設

平成16年 12月 10日

根津 明義

なし

なし

・本年度にも当該調査区の東側に位置する「伏江地区」で試掘調査を実施。

。当該地区については、試掘調査後に開発を許可。

図15 瑞龍寺遺跡 (深澤地区)調査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆
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X.越中国府関連遺跡 (伏高NTT地 区)

概 要

1.所 在 地  高岡市伏木一宮字第二区357番

2.姑象面積  155雷

3.調査面積  12ポ

4.調査原因  携帯電話用無線基地局の建設

5.調査期間  平成16年 12月 20日

6.調査担当  根津 明義

7.検出遺構  なし

8.出土遺物  なし

9.備  考

・当該遺跡については、本年度及び過年度においても各所で発掘調査を実施済み 〔高岡市教委 1966〕

。当該地区については、試掘調査後に開発を許可。

図16 越中国府関連遺跡 (伏高NTT地 区)調 査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆
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概 要

1.所 在 地

2.対象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8,出土遺物

9.備  考

XI.波岡西遺跡 (豊本地区)

高岡市波岡320番 1

200∬

18.6N

店舗及び配送センターの建設

平成 17年 1月 24日

根津 明義

なし

なし

今回の調査が当遺跡にとつては初の調査 となった。

図17 波岡西遺跡 (豊本地区)調査区位置図 (1/2,500)『 高岡市都市計画基本図』より力日筆
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概 要

1.所 在 地

2.対象面積

3.調査面積

4.調査原因

5,調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

9.備  考

XⅡ .越中国府関連遺跡 (オダケホーム地区)

高岡市伏木古府2丁 目236-3他2筆

793だ

71だ

宅地造成

平成17年 2月 9日

荒井 隆

なし

なし

・本遺跡については、周辺において過年度に発掘調査を実施 〔高岡市教委1987他〕。

図18 越中国府関連遺跡 (オ ゲケホーム地区)調査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より力日筆
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概 要

1.所 在 地

2.対象面積

3.調査面積

4.調査原因

5。 調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8 出土遺物

9.備  考

XⅢ.越中国府関連遺跡 (マルフ住建地区)

高岡市伏木古府 3丁 目811

264雷

25∬

個人住宅の建設

平成 17年 2月 14日 ～同年 2月 15日

荒井 隆

なし

古墳土師器・古代土師器・古代須恵器

。当調査地区においては、東側隣接地において本調査実施 〔本書10項参照〕

。本遺跡において周辺各地に発掘調査を実施 〔高岡市教委2001他〕。

図19 越中国府関連遺跡 (マ ルワ住建地区)調査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆
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概 要

1.所 在 地

2.対象面積

3.調査面積

4.調査原因

5。 調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

9.備   考

XⅣ.東木津遺跡 (第一建設地区)

高岡市佐野8851・ 8861

1,510ピ

210だ

資材置場の建設

平成 17年 3月 7日 ～同年 3月 9日

荒井 隆

土坑35基 溝状遺構14条 大溝 1条

古墳土師器・古代土師器 。古代須恵器・中世土師器 。珠洲・瓦器

・隣接地の調査では、奈良・平安時代の掘立柱建物址や祭祀場をともなう大溝が検出され、多数の

遺物が出土した 〔高岡市教委2004他〕。今回の調査では大溝の延長部分を確認。奈良・平安時代を

中心に、古墳時代 。中世の遺物が多数出土 した。

図20 東木津遺跡 (第一建設地区)調 査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆
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概 要

1.所 在 地

2.対象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

9,備  考

XV.中 曽根遺跡 (市道中曽根東西線地区)

高岡市中曽根811番・700番

1,515N

173だ

道路建設

平成17年 3月 10日 ～同年 3月 11日

荒井 隆

土坑13基 溝状遺構 10条

古墳土師器・古代土師器・珠洲

・本遺跡においては、周辺各地に発掘調査を実施 〔高岡市教委 1995〕 。

図21 中曽根遺跡 (市道中曽根東西線地区)調査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より加筆



概 要

1.所 在 地

2.射象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

9.備  考

XⅥ.越中国府関連遺跡 (竹内地区)

高岡市伏木一宮一丁目697-3・ 6983

172,96rド

16.6だ

個人住宅の建設

平成17年 3月 14日

荒井 隆

なし

古代土師器

。本遺跡においては周辺各地に発掘調査を実施 〔高岡市教委1991他〕。

刊

則

鮒

喝

個

憫

ド
く
日
�
周
劇
〓
一

Ｖ　　〓′血町

稲芦a声

0

図22 越中国府関連遺跡 (竹内地区)調 査区位置図 (1/2,500)『高岡市都市計画基本図』より力日筆
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概 要

1.所 在 地

2.対象面積

3.調査面積

4.調査原因

5.調査期間

6.調査担当

7.検出遺構

8.出土遺物

9.備  考

XⅦ.越中国府関連遺跡 (高 田地区)

高岡市伏木東一宮二丁目311

172.96ポ

16.6だ

個人住宅の建設

平成17年 3月 15日

荒井 隆

溝状遺構 1条

古墳土師器・古代土師器 。中世土師器・珠洲・石鍋

。本遺跡においては、周辺各地に発掘調査を実施 〔高岡市教委1991他〕。

図23 越中国府関連遺跡 (高 田地区)調 査区位置図 (1/2,500)『 高岡市都市計画基本図』より加筆

―-24-―
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図版201 石塚遺跡文苑堂地区大遠景 (南南西より)

図版202 石塚遺跡文苑堂調査地区全景 (上 方より)



図版203 石塚遺跡文苑堂地区東側調査地区全景 (南より)

図版204 石塚遺跡文苑堂地区東側調査地区全景 (上 方より)



千ィ:||1籍善葦軍慧

図版205 石塚遺跡文苑堂地区周溝状遺備 S D01検出状態 (南東より)
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図版206 石塚遺跡掘立柱建物址 S B01検出状態 (東より)
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図版207 石塚遺跡文苑堂地区・土坑 S K01・ 02・ 03検出状態 (西より)

図版208 石塚遺跡文苑堂地区・土坑 S K04検 出状態 (東より)
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図版401 岩坪岡田島遺跡グラスキユーブ地区調査地区全景 (北東より)

図版402 岩坪遺跡グラスキユーブ地区調査地区全景 (東より)
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